
1991 年京大後期理(理学部以外)□1  
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 ……(答)  

)(xfy  のグラフは右図の実線部分である。 

 

(2) 

対称性より 
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1991 年京大後期理(理学部)□1  

(1) 
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210    0y とすると )()( 0 xPxf   

両辺を順次 y で微分すると 
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)()(0 xfxP  より n
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①、②より、 )()()( cyxfyxfyxf  のとき、 nk≦≦2 について 11 kkc が成立する。 

3≧n のとき、少なくとも
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1 2  cc でなければならないが、不適。 

したがって、 2≦n であり、 )(xf の次数は 2以下である。(証明終) 

 

 

(注) 

厳密には、 y で偏微分することになる。 


